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TEL. 03－5906－0731
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中間事業報告書 



財務
ハイライト ごあいさつ
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株主の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

当社第56期中間期の事業報告書をお届けするに当たり、日頃のご支援に対

し心から厚く御礼申し上げます。

いかなる経営環境下でも、常に前向きにチャレンジする姿勢が重要である

と私共は考えております。

当社では、「世にないことをやる会社」をスローガンに、常に革新的な商品

やサービスを創出することを目指しております。また、「選択と集中」の一環

として大幅な品種削減、更には生産体制の効率化に向けた合理化施策等を進

めており、この厳しい時代を勝ち残るためのより高い競争力とイノベーショ

ンを追求しております。

当社の最大の強みは『お客様理解力』です。お客様の心を理解することに

より、新たなビジネス・チャンスが生まれると考えております。

今秋からは、キッチンまわりの消耗品に参入いたしました。その中心とな

る食品保存袋「ジッパーズ」やキッチン用特殊加工スポンジ「激ピカ」は、

今までにない差別化された新製品として、お客様から大変ご好評をいただい

ております。この『消耗家雑（消耗家庭雑貨）』という領域を、将来の新しい

柱として育成していく所存です。

今後も、コアビジネスである『衣類ケア』や『エアケア』の強化と同時に、

更なる「利益ある成長」への足掛かりとして、積極的に新市場創造に努め、

企業価値の増大に努めてまいりたいと存じます。このことを株主の皆様への

メッセージとしてお伝えし、今後とも一層のご理解、ご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成14年12月

取締役社長

売 上 高
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連結
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「イノベーション」で勝ち残る

「お客様理解力」による「新市場の創造」

※第53期は決算期変更により9ヶ月決算であります。



営業の概況
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当上半期における営業の経過と成果についてご報告申し
上げます。消費財業界におきましては、個人消費の低迷
に加えて、流通業界の淘汰・再編も進み、以前にも増し
て、厳しい環境下にありました。
この情勢下、当社は、「筋肉質でお客様第一」のスロー
ガンのもと、経営全般の徹底的な効率化に向け、選択と
集中を行い、資材調達コストの削減およびその他製造コ
ストの削減・販売管理費の効果的使用等に取り組んでま
いりました。
また、マーケティング面では衣類ケア（防虫剤）とエア
ケア（芳香消臭剤）を最重要カテゴリーと位置付け、経
営資源を集中的に投入し、市場シェアの拡大と売上の伸
長に努めてまいりました。
財政面では、最近の株式市場低迷により、有価証券およ
び投資有価証券の評価損1億6百万円、生産体制の効率
化を目的とした生産拠点の集約に伴う追加的費用とし
て、更に1億69百万円を特別損失として計上いたしま
した。これらにより、全体では、売上高は203億68百
万円（前年同期比102.5％）となり、営業利益は25億
97百万円（同250.9％）、経常利益は22億59百万円（同
277.6％）、中間純利益は10億53百万円（同329.7％）
となりました。

衣類ケア（防虫剤）部門につきましては、引き続き、販
売価格の低下で、非常に厳しい市場環境になりました。
このような中、積極的な販売促進に努めてまいりました
が、売上高は前年同期に対して5億90百万円減収の66
億78百万円（前年同期比8.1％減）と低迷を余儀なく
されました。

連結営業成績につきましては、自動車用品、業務用手袋
部門の販売を担うエステートレーディングñの業績が好
調に推移したこともあり、売上高は209億78百万円（前
年同期比102.6％）となり、営業利益は29億16百万円
（同231.3％）、また、経常利益は24億97百万円（同
266.6％）、中間純利益は11億78百万円（同325.6％）
となりました。

営業の経過および成果

●衣類ケア（防虫剤）部門〈連結〉
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13,916エアケア（芳香消臭剤）部門の売上高は94億74百万円
（前年同期比13.2％増）となりました。当部門におきま
しては、備長炭を使った脱臭剤「脱臭炭」が、マーケッ
トシェアNo.1を獲得し、主力ブランドの「消臭力」が
伸長する等により大幅な売上増となりました。

●エアケア（芳香消臭剤）部門〈連結〉

ハンドケア（手袋）部門の売上高は13億25百万円（前
年同期比2.1％減）となりました。業務用手袋は、品揃え
の充実により好調に推移しましたが、家庭用手袋が、低
単価の商品へのシフトと競争の激化により低調推移を余
儀なくされ、当部門全体としては、わずかながら減収と
なりました。

●ハンドケア（手袋）部門〈連結〉

湿気ケア（除湿剤）部門の売上高は18億48百万円（前
年同期比13.3％減）となりました。当部門では、画期
的な新製品「ドライペット コンパクト」を発売しまし
たが、天候の不順と価格競争激化の影響を受けた既存品
の苦戦により、減収となりました。

●湿気ケア（除湿剤）部門〈連結〉

オールケア（その他）部門の売上高は16億51百万円
（前年同期比24.5％増）となりました。自動食器洗い機
専用洗剤「フィニッシュ」のマーケットシェアが伸張、
また、洗濯槽クリーナー「ウルトラパワーズ」の市場拡
大、新発売の食品保存袋「ジッパーズ」の好調な販売に
より、大幅に増収となりました。

●オールケア（その他）部門〈連結〉

●部門別売上高構成比〈連結〉 
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●連結貸借対照表（要旨）

資　産　の　部
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形・売 掛 金
有 価 証 券
棚 卸 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 ・ 構 築 物
土 地
そ の 他
無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
再評価に係る繰延税金資産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

資 産 合 計

負　債　の　部
流 動 負 債
支 払 手 形 ・ 買 掛 金
未 払 金
そ の 他

固 定 負 債
長 期 借 入 金
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金

負 債 合 計

少数株主持分
少 数 株 主 持 分

資　本　の　部
資 本 金
資 本 準 備 金
再 評 価 差 額 金
連 結 剰 余 金
その他有価証券評価差額金
為 替 換 算 調 整 勘 定
自 己 株 式

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
土 地 再 評 価 差 額 金
その他有価証券評価差額金
為 替 換 算 調 整 勘 定
自 己 株 式

資 本 合 計

負債、少数株主持分及び資本合計

23,106
8,667
6,787
3,383
3,508
410
396

△ 48
12,621
8,766
3,102
3,519
2,143
169

3,685
2,818
310
74
555

△ 73

35,727

7,196
3,057
2,108
2,030
1,348
163

1,103
81

8,544

485

―
―
―
―
―
―
―

7,065
7,067
13,131
△ 103

94
△ 289
△ 267

26,697

35,727

21,787
3,936
7,387
5,822
4,054
300
348

△ 63
12,934
9,145
3,023
3,703
2,418
212

3,576
2,389
518
―

745
△ 76

34,721

6,746
3,128
2,089
1,528
1,564
99

1,228
235

8,310

471

7,065
7,067

―
12,377

9
△ 283
△ 297

―
―
―
―
―
―
―

25,939

34,721

20,519
6,185
5,695
4,632
3,565
247
245

△ 53
12,401
8,936
3,118
3,540
2,277
191

3,272
2,161
530
74
578

△ 73

32,920

5,147
2,605
1,562
979

1,646
245

1,157
243

6,793

520

7,065
7,067
△ 103
12,399
△ 21
△ 244
△ 558

―
―
―
―
―
―
―

25,605

32,920

●連結損益計算書（要旨）

売 上 高
売 上 原 価
販売費及び一般管理費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税金等調整前中間（当期）純利益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
少数株主利益（控除）
中 間（ 当 期 ）純 利 益

36,921
20,441
14,496
1,982
438

1,163
1,258
33
274

1,017
504

△ 29
33
508

20,978
10,730
7,330
2,916
232
652

2,497
―

284
2,212
1,059
△ 25

0
1,178

20,452
11,201
7,990
1,260
253
577
936
18
242
711
432

△ 91
9

361

●連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物期首残高
現金及び現金同等物中間期末（期末）残高

2,490
1,276
△ 277
△ 7
3,482
5,185
8,667

△ 285
166

△ 250
4

△ 365
4,301
3,936

1,521
△ 38
△ 602

2
883

4,301
5,185

●単体貸借対照表（要旨）

資　産　の　部
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形・売 掛 金
有 価 証 券
棚 卸 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 ・ 構 築 物
土 地
そ の 他
無 形 固 定 資 産
投 資 等
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
再評価に係る繰延税金資産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

資 産 合 計

負　債　の　部
流 動 負 債
支 　 払 　 手 　 形
買 掛 金
未 払 金
そ の 他

固 定 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金

負 債 合 計

資　本　の　部
資 本 金
法 定 準 備 金
再 評 価 差 額 金
剰 余 金
（うち中間（当期）純利益）
その他有価証券評価差額金
自 己 株 式

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
（ う ち 中 間 純 利 益 ）
土 地 再 評 価 差 額 金
その他有価証券評価差額金
自 己 株 式

資 本 合 計

負 債 及 び 資 本 合 計

21,640
8,280
6,491
3,303
2,809
373
425

△ 44
12,568
7,969
2,924
3,153
1,890
161

4,438
2,693
299
74

1,443
△ 73

34,209

6,861
73

2,951
2,100
1,735
1,151
1,069
81

8,013

―
―
―
―
（―）
―
―

7,065
7,067
12,339
（1,053）
△ 103

94
△ 267

26,195

34,209

20,282
3,642
7,007
5,822
3,246
238
362

△ 37
13,037
8,302
2,829
3,331
2,141
204

4,531
2,263
510
―

1,834
△ 76

33,320

6,224
352

2,726
2,029
1,116
1,432
1,196
235

7,657

7,065
7,617

―
11,268
（319）

9
△ 297

―
―
―
（―）
―
―
―

25,662

33,320

18,875
5,810
5,271
4,542
2,833
205
249

△ 38
12,354
8,058
2,923
3,153
1,981
183

4,112
2,024
519
74

1,566
△ 73

31,229

4,679
170

2,282
1,530
695

1,366
1,123
243

6,045

7,065
7,617
△ 103
11,182
（358）
△ 21
△ 558

―
―
―
（―）
―
―
―

25,183

31,229

●単体損益計算書（要旨）

売 上 高
売 上 原 価
販売費及び一般管理費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前中間（当期）純利益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
中 間（ 当 期 ）純 利 益
前 期 繰 越 利 益
中 間 配 当 額
自 己 株 式 消 却 額
中間（当期）未処分利益

35,617
20,478
13,600
1,538
487

1,082
943
33
273
703
376

△ 31
358
240
124
85
389

20,368
10,871
6,900
2,597
253
591

2,259
―

284
1,975
953

△ 31
1,053
767
―

323
1,497

19,869
11,306
7,527
1,035
309
530
814
18
242
589
347

△ 77
319
240
―
85
475

1POINT
売上原価比率が前中間期比3.5％改善しました。これは、
昨年8月より取組んでまいりました資材調達コストの削減、
及びその他製造コストの低減の諸施策によるものです。

1POINT

当中間期の現金及び現金同等物は、34億82百万円増加し
ました。主には営業活動によるキャッシュ・フローの増加
によるものですが、これは利益の回復に伴い、税金等調整
前中間純利益が22億12百万円となったことによるもので
す。
投資活動によるキャッシュ・フロー12億76百万円の増加
は、主として3ヶ月超の金融資産の短期移行に伴うもので
す。

2POINT
販売費及び一般管理費率が前中間期比4.1％改善しました。
これは、全社を挙げて取組んでまいりました経費の見直し
とその効果的使用が定着し始めたことによるものです。

3POINT

この結果、当中間期の売上高営業利益率は、前中間期比
7.6％改善し、同経常利益率も同期間比7.0％改善しまし
た。デフレ下での競争激化の影響を受けて、前期に急激に
低下いたしました当社収益力の回復に向けて、引続き努力
してまいります。

当中間期末
（平成14年9月30日）

前中間期末
（平成13年9月30日）

前期末
（平成14年3月31日）

当中間期
自　平成14年4月 1 日
至　平成14年9月30日（ ）

前中間期
自　平成13年4月 1 日
至　平成13年9月30日（ ）

前　期
自　平成13年4月 1 日
至　平成14年3月31日（ ）

当中間期
自　平成14年4月 1 日
至　平成14年9月30日（ ）

前中間期
自　平成13年4月 1 日
至　平成13年9月30日（ ）

前　期
自　平成13年4月 1 日
至　平成14年3月31日（ ）

当中間期
自　平成14年4月 1 日
至　平成14年9月30日（ ）

前中間期
自　平成13年4月 1 日
至　平成13年9月30日（ ）

前　期
自　平成13年4月 1 日
至　平成14年3月31日（ ）

当中間期末
（平成14年9月30日）

前中間期末
（平成13年9月30日）

前期末
（平成14年3月31日）

●連結対象会社
連結子会社（国内1社／海外2社）

エステートレーディング株式会社

Family Glove Co., Ltd.（タイ）

聯合發股 有限公司（台湾）

持分法適用会社（海外2社）

Shaldan (Malaysia) Sdn. Bhd.

Shaldan (Philippines) Inc.

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）
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新製品紹介 暮らしの情報

カンタン＆すっきり食品保存！ フィニッシュにジェルタイプ！
ジッパーズ ＜おいしく冷凍バッグ・おいしく保存バッグ＞

密閉性に優れるピタッとロック（特許出願中）を採用。しかも
新開発のスライドジッパーにより、袋の開け閉めがカンタン。
冷蔵庫の中にスッキリ納まるコンパクト収納です。

フィニッシュ ＜ジェルボトル＞

販売量世界No.1の自動食器洗い機専用洗剤に溶けやすいジェル
タイプが登場。酵素入りダブルアクションジェルが、すばやく溶
けて強力洗浄。注ぎやすいワンタッチオープンキャップ採用です。

アレルギー性皮膚炎対策には洗たく槽クリーナー！？
今年5月上旬より、新聞やテレビ等でアレルギー性皮膚炎

の原因のひとつとして洗濯機内で増殖するカビが疑わし

いとの報道がありました。大阪市立環境科学研究所の調

査では、洗濯槽の裏側でカビが増殖し、水洗いによって

その胞子が放出され衣類等に付着するとのことで洗濯回

数に比例して胞子が多く発見されている事実も浮かび上

がりました。表面上はきれいでも、洗濯槽の裏側には大

量のカビが繁殖している場合も多く、定期的にクリーナ

ーによるケアを行うことが求められています。エステー

化学では、洗濯機カビの手軽な対策として「ウルトラパ

ワーズ洗たく槽クリーナー　プラスチック槽専用」およ

び「同　ステンレス槽専用」の販売を強化しております。

手肌にうるおいを与える手袋！
ファミリー ＜スクワラン手袋・手肌うるおう手袋＞

「スクワラン手袋」は、裏毛に保湿効果の高いスクワラン成分を
練り込んでいます。「手肌うるおう手袋」は、アロエタイプと、
備長炭＋スクワランタイプがあります。

スポンジとたわしが融合！
激ピカ ＜スポンジたわし・金属＋スポンジ＞

「スポンジたわし」は、スポンジの使いやすさでたわしのような
ブラッシング力。「金属＋スポンジ」は、金たわしの洗浄力でス
ポンジ感覚の扱い易さ。いずれも衛生的な抗菌加工です。

●キャンペーンのお知らせ

50組100名の株主様を
最新作にご招待。

エステー化学では、年末にかけて「～暮らしに
新たなる伝説が生まれる～　ロード・オブ・ザ・
リング　グッズキャンペーン」を展開。革新的
創造から開発された商品を通じ、暮らしの新た
な感動に挑戦します。ロード・オブ・ザ・リング
の壮大な伝説に挑戦するストーリーに共感し、
このキャンペーンを企画しました。

株主優待品に同封のアンケート
ハガキにお答えいただいた方の
中から抽選で50組100名の株
主様に、2003年3月公開の
「ロード・オブ・ザ・リング¿」の
映画券を差し上げます。当社は
「顧客満足創造企業」として、
商品でお客様に感動を与えるこ
とに加え、芸術や文化活動にも
力を入れ販売活動をサポートし
ております。

ステンレス槽専用 プラスチック槽専用



株式の状況
（平成14年9月30日現在）

会社の概要
（平成14年9月30日現在）
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●株式の総数

（ア）発行する株式の総数

（イ）発行済株式の総数

（ウ）1単元の株式数

●株　主　数

●大　株　主

97,572,000株

31,101,851株

1,000株

5,462名

設　　　立

資　本　金

従 業 員 数

●

●

●

昭和23年8月31日

7,065,500千円

685名（パートタイマーを含む）

役員一覧
（平成14年9月30日現在）

事業所
（平成14年9月30日現在）

●

●

●

●

●

氏名又は名称 持 株 数

4,937
1,751
1,725
1,547
1,395
911
885
760
681
515

持株比率

15.9
5.6
5.5
4.9
4.5
2.9
2.8
2.4
2.2
1.7

千株 ％株 式 会 社 シ ャ ル ダ ン
鈴 木 誠 一
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社
鈴 木 明 雄
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
バンクオブニューヨークヨーロッパリミテッドルクセンブルグ
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行
藤 井 　 弘
株 式 会 社 東 京 三 菱 銀 行
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口）

平成14年9月期の株主優待製品

本 　 社

支 　 店

営 業 所

工 　 場

R＆Dセンター

東京都新宿区下落合1－4－10

〒161－8540 TEL. 03－5906－0731

仙台、東京、名古屋、大阪、広島、福岡

札幌

福島、埼玉、九州（福岡）

東京

国際ビジネスグループ兼
新 分 野 担 当

営 業 本 部 長

製 造 部 門 担 当

コーポレートスタッフ
部 門 担 当

エステートレーディングñ
代 表 取 締 役 社 長

R & D 部 門 担 当

鈴 木 　 　 喬

岩 井 　 　 晃

峰 　 　 信 碩

長 沢 　 壽 治

土 橋 　 光 男

佐 藤 　 　 毅

奥 田 　 英 明

多 賀 谷 恒 八

高 後 　 元 彦

影 浦 　 憲 章

代表取締役社長
最高業務執行役員

取 締 役
常務執行役員

取 締 役
常務執行役員

取 締 役
執 行 役 員

取 締 役
執 行 役 員

取 締 役
執 行 役 員

常 勤 監 査 役

監 　 査 　 役

監 　 査 　 役

執 行 役 員

（ア）（イ）は利益による自己株式の消却により、前期末よりそれぞれ503,000株減少
しております。

1,000株以上ご所有の株主様に自社製品の詰合わせを郵送させて

いただきます。今期からお届けする優待品を2,000円相当から

3,000円相当にし、優待制度の充実を図っております。

●株主優待制度

42名　0.77％ 28名　0.51％ 

235名　4.30％ 

金融機関 

その他国内法人 

外国人 

証券会社 

　23名　0.42％ 

5,134名　94.00％ 

1単元未満 

23名　0.42％ 

3,925名　71.86％ 

114名　2.09％ 

100単元以上 

15名　0.28％ 

50単元以上 

10名　0.18％ 

500単元以上 

10単元以上 

1単元以上 

5単元以上 

163名　2.98％ 

1,212名　22.19％ 

個人・その他 

●所有者別分布状況 

●所有株式数別分布状況 

当社のホームページでは、企業投資家や個人投資家の皆様に、企業の経営内容、将

来展望、経営理念等をより深く理解していただくために、IR情報の充実を図りまし

た。投資家向けの社長メッセージや、財務情報、IRカレンダーなどを掲載し、トピ

ックスでは最新の情報を提供してまいります。是非、アクセスしてみてください。

http://www.st-c.co.jp/

●ホームページのお知らせ


